


（別 紙） 

（公社）熊本県トラック協会 業務支援課 行 

ＦＦＡＡＸＸ::００９９６６((３３６６９９))１１１１９９４４  

令令和和８８年年  新新春春経経営営セセミミナナーー・・新新春春賀賀詞詞交交歓歓会会  

（（荷荷主主企企業業様様用用回回答答書書）） 

団体・会社名 

 

参 加 者 

ご 芳 名  

部課・役職  

出 欠 欄 

 

セミナー（出席・欠席） 賀詞交歓会（出席・欠席） 

 

 

ご 芳 名  

部課・役職  

出 欠 欄 

 

セミナー（出席・欠席） 賀詞交歓会（出席・欠席） 

 

 

所 在 地 

〒   電話番号    

住  所 

備  考 紹介運送会社名 
 

＊準備の都合等がございますので、令令和和７７年年１１２２月月１１９９日日（（金金））までにＦＡＸにてお願い申し上げます。 

＊申込み多数の場合には恐れ入りますが、コピーしてご利用下さい。 

ご記入いただいた個人情報については、本セミナー以外には使用いたしません。 

【お願い事項】 

(1) 飲酒される場合には、公共交通機関等のご利用をお願いいたします。 

(2) お申込み後に、欠席される場合には、事務局へ、令和８年１月９日（金）までに、 

ご連絡をお願いいたします。 

(3) 自家用車でお越しの際は、ホテル専用駐車場がない為、駐車代は全額自己負担となります。 

（サービス券はございませんのでご了承下さい。） 

 

 

 



（（別別  添添））  

開 催 要 領 
１ 日  時 令和８年１月２３日（金）１５：００～ 

 

２ 会  場 ホテル日航熊本 ５Ｆ「阿蘇」 

       熊本市中央区上通２－１ （℡:096-211-1111） 

        

３ 参加対象 会員企業、荷主企業、荷主団体、関係機関、関係団体、一般 

 

４ 定  員 １５０名（申込み期限前に定員になった場合には、お断りする場合がござい

ますので、予めご了承ください） 

 

５ 参 加 費 会員企業、荷主企業・団体、関係機関・団体はセミナー、賀詞会ともに無料 

       上記以外の一般の希望者 

（セミナー受講2,000円、賀詞交歓会参加10,000円） 

 

６ プログラム（時間は予定ですので、変更になる場合がございます。） 

内 容 場 所 時 間 

受付時間 14：00-15：00 

説示：価格交渉・価格転嫁について 

講師：㈱船井総合研究所 

チーフコンサルタント 関根 祐貴 様 

５ Ｆ  

「阿蘇 CＤ」 
15：０５-16：０５ 

休  憩 16：０５-16：20 

講演：米中対決の時代をどう生き抜くか 

～変容する日米同盟とニッポンの針路～ 

講師：外交ジャーナリスト・作家 手嶋 龍一 様 

５ Ｆ  

「阿蘇 CＤ」 
16：20-17：４０ 

休  憩 17：４５-18：00 

令和８年 新春賀詞交歓会 
５ Ｆ  

「阿蘇 AＢ」 
18：00-20：00 

【申込方法】 

 会員企業…荷主企業様にご案内いただくとともに、別紙申込書に必要事項をご記入のうえ、

協会事務局宛ＦＡＸにてご送付下さい。※ＱＲコードからも申込できます。 

（ご案内された荷主企業様名も必ずご記入下さい。） 

 

 荷主企業…別紙申込書に必要事項をご記入のうえ、ご案内いたしました運送会社に 

お渡しいただくか、（公社）熊本県トラック協会事務局宛 

FAX（096-369-1194）にてご送付下さい。※ＱＲコードからも申込できます。 

（ご紹介のあった運送会社名も必ずご記入下さい。） 



 

【講師プロフィール】 
 

◇講 演  手手嶋嶋
て し ま

  龍龍一一
りゅういち

  氏氏 

  
 

 

肩 書  外交ジャーナリスト・作家 
 

 

略 歴  慶應義塾大学経済学部を卒業後、1974 年に NHK に入局し、政治部記者として

官邸、外務省で外交・安全保障政策を担当。 

1987 年からワシントン特派員としてホワイトハウス・国務省・国防総省を担当。 

1989 年暮れには、マルタ島の米ソ首脳会談を取材し東西冷戦の終焉に立ち合う。 

翌 1990 年には湾岸危機・戦争の取材で最前線へ。 

1994 年からハーバード大学 CFIA・国際問題研究所に招聘されフェローに。 

その後、NHK ドイツ支局長を経て、1997 年からワシントン支局長を 8 年間に

わたって務める。 

この間、2001 年の同時多発テロ事件に遭遇し 11 日間連続の昼夜中継を担う。 

 

2005 年に NHK から独立し、「日本初のインテリジェンス小説」と評された『ウ

ルトラ・ダラー』（新潮社）を発表。 

姉妹篇の『スギハラ・サバイバル』と共に 50 万部を超すベストセラーに。 

近著に『鳴かずのカッコウ』、『武漢コンフィデンシャル』（小学館）。 

佐藤優氏との対論『ウクライナ戦争の嘘』、『イスラエル戦争の嘘』（中公新書ラク

レ）は、新書部門トップに。 

最新刊『公安調査庁秘録』（中央公論新社）は、ロシアと北朝鮮の密やかな同盟の

実態を予見して話題となり版を重ねている。 

 

外交・安全保障・インテリジェンスを中心に新聞・雑誌のコラムニストとしても健

筆を揮う。 

慶應義塾大学・大学院の教授として 2019 年までインテリジェンス戦略論を担当、

現在も一線のビジネスマン、官僚などの指導に取り組んでいる。 

 


